
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域交流活動かわら版 
地域に広がる学びの場 杏林大学 2019.1 Vol.47 

12月 15日(土) 岩手産業文化センターにて『ふるさと発見！大交流会 in Iwate 

2018』が開催され、本学観光交流文化学科 3年の那須野昌さんと健康福祉学科 3

年の佐々莉奈さん・池田蘭奈さんが、高校生や大学生を含む来場者に向けて杏林

大学について紹介しました。本イベントは、学生が岩手県内の企業や行政、NPO

等との交流を通じて社会のありようを学び、また、学生等が自らの研究や学びの

成果を発信することにより、学生自らが生き方・働き方を主体的に考える学びの

場を提供することを目的として開催されるものです。今回のイベントでは、学生

にそれぞれの所属学科の立場から、杏林大学(首都圏にある大学)でどのようなこ

とを学んでいるか／どのようなことが学べるのか、また、その学びが岩手県(地

方都市)においてどのように還元できるか／どのように役立てられるのかをプレ

ゼンしてもらいました。 

 

 

 

岩手県滝沢市で杏林大学についてプレゼンテーション！ 

学生発表会で見事受賞！ 

 

 

 

12 月 8 日(土)、9 日(日)に八王子学園都市センターにおいて「第 10

回大学コンソーシアム八王子 学生発表会」が行われ、総合政策学部生

が行った 3つの発表が、見事受賞に至りました。 

この発表会は、大学コンソーシアム八王子に加盟する大学等の学生が集

まり、日頃の学習の成果を発表し、日頃の学びを深めるだけでなく、八

王子市の発展にも貢献することを目的に実施されるものです。今年度

も、以下のとおりすばらしい成績をおさめることができました。 

 

 

 

●「慣れない場所で全く知らない人たちを相手にプレゼンするのは緊張したが、

参加した人たちが耳を傾けてくれて、良い雰囲気の中で発表することが出来た。

大学のパンフレットも全て配付出来たので精一杯杏林大学の PR 活動が出来たと

思う。」、●「他大学の先生が興味を持って発表を聞いて下さったことが嬉しかっ

た。杏林大学での学びが、地域のために広く役立てられていることを知ってもら

う良い機会になったと思う。」、●「他学科の学習について知る機会が無かったの

で、それぞれの学科の面白いところや授業の様子などを聞くことが出来て、参加

者同士の交流にもつながった。」 

学生にとって学生間や大学間の交流を経験できた良い機会となったようです。 

 

 

 

ふるさと発見！大交流会 in Iwate 2018』 

 

『 

 

『太陽の街・八王子』 

 

奨励賞 

 

 

 

口頭発表 

 優秀賞 

 

木暮ゼミナール：『光と絹の道

―続・高尾山着せ替え大作戦』 

久野ゼミナール：『中小企業に

よる CSV 実現に向けた八王子独

自の仕組みの提案』  

 

 

木暮ゼミナール： 

 

イベントに参加した学生からのコメント  

 



 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 域 交 流 課  平  

〒181-8612東京都三鷹市下連雀 5-4-1   TEL 0422(47)8052・FAX 0422(47)8054   E-mail area@ks.kyorin-u.ac.jp 

12月 27日(木)～1月 4日(金)、アトレヴィ三鷹 4階ひだまりバルコニー(無

印良品前)にて、華道部による『お正月の生け花展示』が開催されました。特

に 27日(木)には、作成しながら展示準備を行う「生けこみパフォーマンス」

でその場の注目を集めました。また今回の展示で使用した竹は、八王子キャ

ンパスに生えているものを切り取っています。会場では新年を祝うきらびや 

 

第２弾：宮首ゼミナール「おすすめ商品紹介ポスター」 

第１弾：華道部「お正月の生け花展示」 

かな生花だけでなく、新鮮な青竹からしか感じとること

のできない豊かな香りの効果も合わさり、アトレヴィ三

鷹を訪れる方々にお正月を楽しんで頂けるイベントと

なりました。 

 

アトレヴィ三鷹×杏林大学 

 

1月 15日(火)～2月 20日(水)、アトレヴィ三鷹 3階改札内スペースと 4階ひだまりバルコニー(無印良品前)に、宮

首ゼミナールの学生が作成した「おすすめ商品紹介ポスター」が掲示されています。このポスターは、中国の正月で

ある春節休み（2 月上旬）に来日する中国人観光客を主な対象として、アトレヴィ三鷹のおすすめ商品を日中二言語

で紹介することを目的として作成されたものです。学生はおすすめ商品のセレクトから紹介文の作成(中国語訳も！)、

ポスターのデザインまで全ての工程を自分たちだけで行いました。ポスターは細部にわたって凝った装飾がなされて

いるので、見ているだけでも楽しむことが出来ます。特に、4 階ひだまりバルコニーに掲示されているポスターは、

フラッシュ撮影をすると写真にある変化が……！！どうぞ会場にてチェックしてみてください☆ ※要改札内入場料 

学生からの 

コメント 

 

 

宮首先生から 

のコメント 

 

唯一の国際型ゼミです。駅構内というポスターをじっくり見ることのない性質の中、どう

したら目をつけてもらえるのか、全員の経験と知恵を絞り出してポスター制作にあたりま

した。今後も、国際型ゼミという特徴を生かして私達だからこそできることをして成果を

上げていきたいです。」 野呂京介(副ゼミ長)「まずは、アトレヴィ三鷹と 

宮首ゼミのポスターが滞りなく展示に至り内心ホッとしています。 

今回のポスター作成では、企業との綿密な会議をする経験が出来た事、 

試行錯誤や活発な意見を交わして行くことでゼミ内の雰囲気も更に高まり 

 

 

大原健楽(ゼミ長)「今回は三鷹アトレヴィの商品情報に中国語が無く、そ

の対策としてポスター制作をしました。このインバウンド対策に当たった

私達のゼミは、全員留学経験があり多くの編入生も所属している大学で 

 

今後の活動に弾みがつきました。プロジェクトでご指導してくださった宮首先生や、我々の為に時間

を割いてくださったアトレヴィ三鷹の担当者の皆さん、ありがとうございました。 

 ポスター創作の過程において、日頃の学びを具現化することを体験しました。また、 

アトレヴィ三鷹の担当者から企業側の視点に立った見直しの指示を受けて何回も手直しを繰り返し、

社会で働くことの厳しさを少しばかり疑似体験できたかと思います。この度の取り組みでは、大学で 

身につけた知識と技能によって地域社会に貢献することは学びの可視化になり、更なる学習意欲の向上につながるもの

だと感じました。機会を与えてくださったアトレヴィ三鷹の皆様に感謝申し上げると共に、ゼミ生の熱意のこもった取

り組みを褒めたいと思います。 

H31 年度 地域開放講座 2月 1日(金)より募集開始します！！ 


